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１．はじめに 

 東京メトロでは，主に乗降客の転落防止を目的に，建設時からホームドア(写真－１)を設置した南北線，可

動式ホーム柵を設置した副都心線を除き，平成 14 年より千代田線北綾瀬駅・綾瀬駅，平成 18 年より丸ノ内線

全駅と順次，既設駅への可動式ホーム柵(写真－２)の設置に取り組んできた． 

 また，可動式ホーム柵の設置に伴い，プラットホーム先端と車両乗降口との間隙が広い箇所に対して，車両

停止時にプラットホーム先端と車両乗降口との間隙に張り出す，ホームステップ(写真－３)を設置している． 

 既設駅への可動式ホーム柵設置にあたっては，旅客流動・バリアフリー等に加え，既設構造物への影響等を

考慮する必要があり，本稿は，東京メトロにおける可動式ホーム柵設置に伴う土木的検討について報告するも

のである． 

写真－１ ホームドア 
(南北線 飯田橋駅) 

写真－２ 可動式ホーム柵 
(千代田線 綾瀬駅) 

写真－３ ホームステップ 
 

２．可動式ホーム柵設置に伴う東京メトロにおける土木的な検討 

可動式ホーム柵設置にあたり，東京メトロの土木部門においては，後述する(1)～(5)の項目について検討

を行っている． 

(1)プラットホーム残存幅員不足箇所の抽出 

軌道側ホーム側階段等の壁

「解説 鉄道に関する技術基準(土木編)第二版」では，図－１に示すとお

り，旅客流動に必要な可動式ホーム柵内側から階段等の壁との離隔は

1,200 ㎜以上と定義されている． 

可動式ホーム柵の設置位置は、建築限界をもとに定める必要があり，可

動式ホーム柵内側から階段等の壁若しくは柱までの離れと前述した「解説 

鉄道に関する技術基準(土木編)第二版」に定義されている値とを照合し，プ

ラットホーム残存幅員不足箇所の抽出及び不足量を算出している．  

(2)プラットホーム幅員確保のための検討 
図－１ 旅客流動に必要な離隔 

既に可動式ホーム柵を設置した千代田線及び丸ノ内線で生じたプラット 

キーワード 可動式ホーム柵，プラットホーム残存幅員，ホームステップ 
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ホーム残存幅員不足箇所は，前項で算出した不足量が些少であったため，階段等の壁若しくは柱に施されている

化粧材料の変更により，必要な幅員を確保してきたが，今後の可動式ホーム柵設置に伴う検討において，不足量が

大きく，階段等の壁若しくは柱における化粧材料の変更等の軽微な施工では，必要な幅員を確保することができな

い箇所が生じた場合は，構造物の構造変更等を目的とした大規模改良の施工についても検討していくことを考えて

いる． 

(3)ホームステップ設置箇所の選定 

プラットホーム先端と車両乗降口との間隙が広い箇所に対してはホームステップを取付ける必要がある

ことから，ホームステップの取付け要否を判断するにあたっては，プラットホーム先端と車両乗降口との間

隙が 135mm 以上の箇所を抽出した後，建築限界からプラットホーム先端までの間隔を考慮した上で，クリー

ンタイル又はホームスラブの張り出しを施しても，プラットホーム先端と車両乗降口との間隙が 135 ㎜以上

となる箇所をホームステップ設置箇所として選定している． 

なお，135 ㎜という値については，東京メトロ独自の調査により，万一，幼児が間隙に足を踏み入れても，

軌道階まで転落しない値として定めた社内基準値である． 

(4)ホームスラブの耐荷力照査 

可動式ホーム柵及びホームステップ設置に伴うホームスラブの耐荷力照査については，前項のとおり，ホームステ

ップをプラットホーム全車両乗降口に設置しないことから，各々に荷重条件を設定しているが，ホームステップ設置

箇所は，ホームスラブの切り欠きを要することから、ホームスラブの耐荷力照査は実施せず，無条件にホームスラブ

を補強することとしている． 

なお，可動式ホーム柵設置に伴うホームスラブの耐荷力照査は，片持ち梁形式により行うものとし，鉛直荷重・水

平荷重のいずれも想定したケースの最大値を用いることとしており，地上駅については，水平荷重に加え風荷重つ

いても考慮している． 

(5)ホームスラブの補強 

  前項において，可動式ホーム柵の設置に伴いホームスラブの耐荷力が不足する箇所及びホームステップを設置

する箇所に対して，ホームスラブを補強する必要があるため，図－２及び写真－４に示すとおり，支柱を立て，ホーム

スラブに対して水平方向に鋼材を設置し，ホームスラブに載荷される荷重を門型に組み立てた鋼材で受け持つこと

により，ホームスラブを補強している． 

また，ホームスラブの補強により応力状態が変化するため，再度，ホームスラブの照査を行うこととしている． 

 ホーム側 軌道側

 

 

 

 

 

 

図－２ ホームスラブ補強概念図 写真－４ ホームスラブ補強 

３．まとめ  

 現在、千代田線及び丸ノ内線に引続き，銀座線及び有楽町線においても可動式ホーム柵導入に向けた検討に

着手しており，銀座線は日本最古の地下鉄であり，プラットホームの幅員も他路線より狭いため，検討につい

ては困難になることが想定される． 

このことについて，機会があれば報告したい． 
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